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賛同を得るために

“私が“こころがけていること

何か行動してもらうためには、
「●●をお願いします。」

心配り
感謝の気持
率先して動く

協力者を増やす
行政・警察関係者
と意見交換

外にも理解者を増やす
・講演会に参加
・勉強会に参加
・講演会で活動報告

内(組織内)に

理解者を増やす
・後継者つくり
・コミュニケーションを図る
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5.防犯まちづくりの課題ごとに活性化の
ポイントを考える (RISTEX調査から）

①参加者の固定化・高齢化（引き継ぎ）

＝参加者の拡大
☞①情報発信が大事
・・・住民が活動を「知っていること」＝孤立感を薄める
→ 活動への意欲を高める

☞②やりやすいことから依頼する
・・・軽いことから徐々に大きな負担のかかる依頼へと進
むと、受け入れられやすい(Foot-in the-door technique)

☞③メンバー間のコミュニケーションを
確保する
・・・活動の後の交流、食事会→これがもうひとつの動機
づけになることもある

②意欲低下・マンネリ化

☞①効果が見える活動（落書き消しなど、

既述）もする＝自己効力感につながる
☞②情報発信が大事（既述）

・・・住民が活動を「知っていること」＝孤立感を薄める
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③心理的、身体的、経済的負担（地域
住民からの理解と協力）

☞①住民との交流が大事
・・・住民は挨拶やお礼の一言を言おう＝活動への「心
理的報酬」となる

→ 活動への動機づけとなる

☞②警察や行政との協力関係を作る
・・・資金や物の援助、活動方法への教示、

活動報告会などの開催（心理的報酬と動機づけ）

④組織運営（リーダー）

☞①民主的な運営

男性 女性

40歳代、高
齢者、自主

的考え方＝
活動的で自

立的

犯罪不安・
子育て世
代＝個人
的動機

地域への愛着・地
域の絆
近所づきあい・地
域組織への参加

○まず、どんな人に訴えるか？
防犯活動に積極的な人とは？

リーダー層＝地域への自己効力感
警察・行政への信頼感
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マップづくりを重視しない
「楽しく、簡単に」をコンセプトとして
従来の

安全マップ活動の短所

＊危険な場所、不安な場所
に注目しすぎる。

（地域への不信感）

＊地図完成まで子どもたち
の集中力が持続しない。

地図が読めない子ども
の存在。

＊面白みや楽しさが少ない。

「楽しく、簡単に」の
安全マップ活動のポイント

＊地図作成に重点を置きすぎ
ない。

＊子どもの危機回避能力の育
成プログラムを自然に取り
入れる。

＊ゲーム形式を取り入れて、子
どもに飽きさせず、楽しみな
がら出来るようにする。

＊地域の大人の協力
（多様な大人の参加）



 

 

 

       4. 事例発表や基調講演で重要と思ったキーワードは? 

1. 自分たちの活動している地域の特徴について当てはまるものに○をつけて下さい。                 

  

（商店街がある・小中学校が多い・大学がある・文化財がある・その他（        ）） 

 どちらかといえば（ 都市部  農村部 ） （    県      市） 

 団体の構成メンバーで多い人は?（シニア層・主婦層・学生・若手・その他(                )）                     5. 分科会の話し合いで参考になったことをお書き下さい。 

 ☆自分たちの地域を一言で表すとすると（                ）な地域 

 

2. 活動していて困っていることやその原因はどんなことだと思いますか。 

 【困っていること】               【原因】                          

  

 

                                                      

                                                 

                                                                                            6. 困っていることを解決するために取り組んでみたいと思う 

                                           ことをできるだけ具体的にお書き下さい。 

           

                                                      【考えた具体的な解決方法、アプローチ】 

                                                                                                                                                 

                                                                                                        

3. 上記の課題の解決にむけてどのような方法を取っていますか。                    

  あれば、できるだけ具体的にお書き下さい。                                

                                                    

                                                                                                                                         

 

                                                               

                                                                                     ☆あなたの考える安心・安全なまちを一言で表すとすると 

                                                                     (                                 )な地域 

 

※分科会終了後に回収させていただきます。 

 

団体名  氏名  

連絡先（任意）  

自分たちの地域や活動を見つめ直し 

課題を明らかにして、解決策を考えていきましょう!! 
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項　目 計 構成

小中学校が多い 44 30.8%

文化財がある 28 19.6%

商店街がある 27 18.9%

大学がある 14 9.8%

その他 30 21.0%

計 143 100%
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           ※白抜きの部分は、助成実績なし。

年度 審査のポイント

①地域の多くの団体や様々な人々を巻き込んで活動を行える可能性がある。

②週４日以上の活動が見込める。

③地域や団体の特性を生かした工夫や計画がある。

申請時期

年 月・ 月頃を予定（ 年 月 日までに配備をお考えの団体）

年 月（ 年 月 日以降に配備をお考えの団体）

詳しくは、ブログ「チーム青パト」をご覧ください。
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関西エリア  25台 
関東エリア  19台 
中部エリア  26台 
中国・四国エリア  17台 
東北・北海道エリア   4台 
九州・沖縄エリア  31台 
 



お問い合わせ先

日本財団 公益・ボランティア支援グループ 
青パト事業担当 

 

ブログ「チーム青パト」は、情報が満載！
◆青パトに関する助成事業の詳細

◆青パトフォーラムでの資料や事業報告書がダウンロードできる

◆全国の先駆的な活動の紹介

◆青パトに関するフォーラム等のレポートがご覧になれます。

    

インターネットで検索してね！

チーム青パト 




